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管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
法
定
検

査=

浄
化
槽
の
設
置
者
は
水
質
に
関
す
る

法
定
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

み
な
し
浄
化
槽
（
単
独
処
理
浄
化
槽
）

や
く
み
取
り
便
所
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽

に
転
換
す
る
場
合
の
補
助
金
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
＝
下
水
道
総
務

課
☎
33
４
１
４
７

浄
化
槽
を
設
置
す
る
際
に
浄
化

槽
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

●
対
象
者
＝
対
象
地
域
で
専
用
住
宅
や
店

舗
付
き
住
宅
、
２
世
帯
住
宅
に
小
型
合
併

処
理
浄
化
槽
（
10
人
槽
以
下
）
を
設
置
す

る
人

●
対
象
地
域
＝
旧
八
代
市
、
千
丁

町
、
鏡
町
、
坂
本
町
（
公
共
下
水
道
事

業
計
画
の
認
可
を
受
け
た
区
域
を
除
く
）

●
受
付
締
切
＝
令
和
５
年
１
月
31
日
㈫

※
予
算
額
に
達
し
次
第
終
了

●
そ
の
他

＝
工
事
を
行
う
前
に
申
請
し
、
補
助
の
決

定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
維

持
管
理=

浄
化
槽
の
設
置
者
は
県
知
事
の

登
録
を
受
け
た
保
守
点
検
業
者
や
市
長
の

許
可
を
受
け
た
清
掃
業
者
に
委
託
し
維
持

心
身
に
障
害
が
あ
る
人
の
軽
自

動
車
税
（
種
別
割
）の
減
免
制
度

●
対
象
車
両=

 

①
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
が
所
有

す
る
車
両

②
車
の
構
造
が
身
体
障
害
者

専
用
と
な
っ
て
い
る
車
両
（
車
椅
子
の
昇

降
装
置
や
固
定
装
置
な
ど
が
あ
る
車
両
）

※
手
帳
の
等
級
に
よ
っ
て
は
、
対
象
に
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
対
象
は
１
台

の
み

●
申
請
期
限
＝
５
月
24
日
㈫
（
納

期
限
の
７
日
前
）
ま
で

●
必
要
書
類
＝

手
帳
（
身
体
障
害
者
、
精
神
障
害
者
、
療

育
、
戦
傷
病
者
）、
車
検
証
、
運
転
免
許

証
な
ど

●
申
請
先
＝
市
民
税
課
ま
た
は

お
知
ら
せ

臨
時
特
別
給
付
金
支
給
要
件

確
認
書
の
返
送
は
５
月
10
日

㈫
ま
で

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時

特
別
給
付
金
の
支
給
対
象
の
世
帯
と
見
込

ま
れ
る
人
に
は
、
確
認
書
を
２
月
に
送
付

し
て
い
ま
す
。
支
給
対
象
と
な
る
世
帯
の

人
は
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
期
限
ま
で

に
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ

さ
い
。

●
問
合
せ
＝
臨
時
特
別
給
付
金

事
業
推
進
室
（
千
丁
支
所
内
）
☎
37
８
１

７
３

◆補助金の交付限度額

人槽区分
旧八代市、

千丁町、鏡町
坂本町

5 人 332，000 円 482，000 円

6 ～ 7 人 414，000 円 624，000 円

8 ～ 10 人 548，000 円 848，000 円

◆主な活動内容
① 常設・特設の人権相談

② 人権教室

小・中学校などで人権に関する劇や紙芝居などを通じた人

権啓発活動

③「人権の花」運動

草花の育成を通した人権意識・情操育成を目的に、花の種

を配布

④ 子供の人権ＳＯＳミニレター

小・中学生からの手紙による人権相談

⑤ 全国中学生人権作文コンテスト

人権に関する体験作文を募集

◆人権侵害による被害者の救済
　被害者から「人権を侵害された」という申告を受けた場合、

法務局の職員と協力して、人権侵犯事件の調査・救済に当た

ります。調査結果に基づき人権侵害が認められるかを判断し、

必要に応じて適切な措置をとります。

問合せ　熊本地方法務局八代支局☎ 32-2654

　人権政策課☎ 30-1711

人権擁護委員
氏　　名  住　所 氏　　名  住　所

小山　一廣 通 町 水本　和博 敷 川 内 町

今井　　晃 松 江 町 今田　桂子 郡 築 一 番 町

長葊嘉代子 築 添 町 秋岡美樹夫 宮 地 町

星田　信夫 松 江 町 山田　健二 日 奈 久 山 下 町

山内　郁子 長 田 町 萼
はなぶさ

 珠美 坂 本 町 坂 本

山下　俊子 川 田 町 西 豊田　孝二 千 丁 町 新 牟 田

中津　謙一 古 城 町 久保　明博 鏡 町 鏡 村

小薮　裕子 大 福 寺 町 平住美智代 鏡 町 中 島

寺田　公子 古 閑 中 町 吉田　和人 東 陽 町 南

渡邉　裕一 田 中 北 町 竹村　博文 泉 町 栗 木

山中美紀代 高 下 西 町 R4.4.1 現在

※任期の関係で変更となることがあります。

《特設人権相談所》

と　き： 6 月 1 日㈬　午前 10 時～午後３時

ところ：本庁 301 会議室、坂本支所仮設庁舎会議室、千

丁支所第 1 会議室、鏡支所第１会議室、東陽地

域福祉保健センター会議室、泉支所会議室

相談員：人権擁護委員

 人権擁護委員 人権擁護委員はは

あなたのまちのあなたのまちの相談パートナー相談パートナー

各
支
所
地
域
振
興
課
（
鏡
支
所
は
市
民
環

境
課
）※
減
免
の
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

●
問
合
せ=

 

市
民
税
課
☎
33
４
１
０
７

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
期

限
は
５
月
31
日
㈫

４
月
１
日
現
在
で
自
動
車
を
所
有
し
て

い
る
人
に
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
税

通
知
書
を
５
月
初
め
に
送
付
し
ま
す
。

●
納
期
限=

５
月
31
日
㈫

●
納
付
場
所

=
 

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

県
南
広
域
本
部
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
の
納
付
も
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ=

県
南
広
域
本
部

収
税
課

☎
33
２
１
８
４

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
伴
う

合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
金

●
対
象
者=

令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
個
人

が
所
有
す
る
専
用
住
宅
、
店
舗
付
き
住
宅

で
合
併
浄
化
槽
が
損
傷
し
、
入
れ
替
え
や

修
理
を
す
る
人

●
内
容
＝
①
家
屋
の
新

築
・
建
て
替
え
に
伴
う
合
併
処
理
浄
化
槽

の
設
置
費
用
の
一
部
②
故
障
し
た
合
併
処

理
浄
化
槽
の
入
れ
替
え
費
用
の
一
部
③
故

障
し
た
合
併
処
理
浄
化
槽
の
修
理
費
用

●
受
付
期
間
＝
令
和
５
年
１
月
31
日
㈫
ま

で

●
そ
の
他
＝
工
事
を
行
う
前
に
申
請

し
、
補
助
の
決
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

●
問
合
せ
＝
下
水
道
総
務
課

☎
33
４
１
４
７

とき　5月30日㈪～6月1日㈬　(2泊3日)
発着　くまモンポートやつしろ

スケジュール

日　付 寄港地 入　港 出　港

5 月 30日㈪ 八　代 15：00

31日㈫ 屋久島 9：00 17：00

6月 1日㈬ 八　代 14：00

クルーズ船　にっぽん丸

その他　八代市民は最大5000円の割引があります。

※新型コロナウイルス感染状況により、入港状況が

変化する場合があります。最新情報はきなっせやつ

しろホームページを確認ください。

申込み　株式会社日本内外旅行

☎ 096-352-5800

問合せ　観光・クルーズ振興課

☎ 33-4115 きなっせやつしろ
ホームページ

クルーズ船寄港情報
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●
期
間=

 

令
和
５
年
３
月
31
日
㈮
ま
で
※

予
算
額
に
達
し
次
第
終
了

●
補
助
率=

 

９
割
（
１
３
０
０
０
円
／
畳
が
上
限
）
※

消
費
税
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

●
補
助

要
件=

 

①
罹
災
証
明
書
が
発
行
さ
れ
て
お

り
、
住
家
の
畳
が
被
害
を
受
け
て
い
る
②

自
ら
が
所
有
し
居
住
す
る
住
宅
で
あ
る
。

新
築
、
中
古
住
宅
購
入
も
対
象
③
八
代
市

産
の
畳
表
を
使
用
し
て
い
る
④
八
代
市
内

業
者
に
よ
る
畳
の
新
調
・
張
替
で
あ
る
⑤

市
税
の
滞
納
が
な
い

●
申
請
先
・
問
合

せ=
 

農
業
振
興
課
☎
33
８
７
５
１

所
有
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検

を
し
ま
し
ょ
う

点
検
ポ
イ
ン
ト

①
塀
の
高
さ
は
２
・
２
m
以
下
で
あ
る
②

塀
の
厚
さ
は
10
㎝
以
上
で
あ
る
（
塀
の
高

さ
が
２
m
を
超
え
る
場
合
は
15
㎝
）
③
塀

の
高
さ
が
１
・
２
m
を
超
え
る
場
合
、
控

え
壁
が
あ
る
④
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
が

あ
る
⑤
塀
に
傾
き
や
ひ
び
割
れ
が
な
い
⑥

塀
に
鉄
筋
が
入
っ
て
い
る

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
却
に
は
補

助
金
が
あ
り
ま
す

●
補
助
金
額
＝
次
の
う
ち
最
も
低
い
額

①
撤
去
工
事
に
要
す
る
費
用
（
見
積
金

額
）、
②
撤
去
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

長
さ
に
１
万
２
千
円
／
ｍ
を
乗
じ
て
得
た

額
、
③
20
万
円

●
受
付
開
始
日
＝
５
月

18
日
㈬
※
先
着
順
。
予
算
額
に
達
し
次
第

終
了
。
要
件
な
ど
詳
し
く
は
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

●
申
請
先
・
問
合
せ
＝
建
築
指

導
課
☎
33
４
７
５
０

課
ま
た
は
各
支
所
農
林
水
産
地
域
事
務
所

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
市
税
な
ど
の
納

税
確
認
後
、
申
請
者
に
割
引
券
を
送
付
し

ま
す
。
送
付
ま
で
２
～
３
週
間
程
度
か
か

り
ま
す
の
で
、
急
ぎ
の
場
合
は
、
申
請
者

の
納
税
証
明
書
を
持
参
く
だ
さ
い
。
畳
店

に
は
、
割
引
券
を
使
用
す
る
旨
を
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ=

 

農
業
振
興
課

☎
33
８
７
５
１

八
代
市
豪
雨
災
害
畳
表
張
替

支
援
事
業

令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し
た
人
が

行
う
畳
の
新
調
や
畳
表
の
張
替
え
に
要
す

る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

生
ご
み
堆
肥
化
容
器
等
設
置

助
成
金

生
ご
み
堆
肥
化
容
器
や
電
気
式
生
ご
み

処
理
機
を
購
入
す
る
家
庭
に
助
成
金
を
交

付
し
ま
す
。

●
交
付
要
件
＝
①
本
市
に
住
所
を
有
す
る

人
で
、
同
住
所
世
帯
で
使
用
す
る
②
申
請

者
の
属
す
る
世
帯
全
員
が
市
税
な
ど
を
滞

納
し
て
い
な
い
③
購
入
す
る
容
器
や
機
器

が
中
古
品
で
な
い

生
ご
み
堆
肥
化
容
器

●
助
成
金
額
＝
購
入
単
価
の
２
分
の
１

（
上
限
５
０
０
０
円
／
基
）

●
助
成
対
象

数
＝
１
世
帯
あ
た
り
１
年
間
に
３
基
ま
で

電
気
式
生
ご
み
処
理
機

●
助
成
金
額
＝
購
入
単
価
の
２
分
の
１

（
上
限
額
３
０
０
０
０
円
）

●
助
成
対
象

数
＝
１
世
帯
あ
た
り
５
年
間
に
１
機
ま
で

※
予
算
額
に
達
し
次
第
終
了
。
購
入
前
に

循
環
社
会
推
進
課
に
登
録
申
請
（
電
話
で

の
申
請
可
）
が
必
要
で
す
。

●
必
要
書
類
＝
①
申
請
書
②
市
税
等
納
税

状
況
確
認
同
意
書
③
助
成
金
請
求
書
④
購

入
店
か
ら
の
領
収
書
（
原
本
）
※
電
気
式

生
ご
み
処
理
機
の
登
録
申
込
み
を
し
た
人

に
は
、
①
～
③
の
書
類
を
登
録
完
了
通
知

書
と
と
も
に
郵
送
し
ま
す
。

●
申
請
先

＝
循
環
社
会
推
進
課
、
各
支
所
地
域
振
興

課(

鏡
支
所
は
市
民
環
境
課)

●
問
合

せ
＝
循
環
社
会
推
進
課
☎
34
１
９
９
７

畳
の
張
り
替
え
を
助
成
し
ま
す

Ｑ
Ｒ
付
き
タ
グ
が
あ
る
八
代
市
産
の
畳

表
を
使
用
し
、
畳
を
新
調
や
張
り
替
え
を

す
る
場
合
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

●
期
間=

 

令
和
５
年
３
月

31
日
㈮
ま
で
※
予
算
額
に
達
し
次
第
終
了

●
対
象=

 

市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
市
税

な
ど
の
滞
納
が
な
く
、
自
ら
が
居
住
す
る

家
屋
の
畳
表
の
張
り
替
え
を
行
う
人

●

対
象
品=

 

Ｑ
Ｒ
付
き
タ
グ
が
１
畳
に
１
枚

付
い
て
い
る
商
品
※
畳
表
の
持
ち
込
み
に

よ
る
施
工
は
、
助
成
対
象
外

●
対
象
畳

店=
 

市
の
小
規
模
工
事
業
者
と
し
て
登
録

が
あ
る
畳
店

●
助
成
額=

 

１
０
０
０
円

／
畳
※
１
世
帯
当
た
り
上
限
１
万
６
千
円

●
申
請
方
法=

 

施
工
す
る
前
に
農
業
振
興

出典：パンフレット
　「地震からわが家を守ろう」
　日本建築防災協会　2013.1 より一部改

　八代市内で高齢者宅に「介護保険料の還付金（払

戻し）があります。後で銀行（またはコールセン

ター）から連絡があるのでATMで手続きをして

ください」という内容の電話がかかり、銀行（ま

たはコールセンター）を名乗る人から、ATMに

誘導しようとする事例が発生しています。

■アドバイス

・銀行ATMで介護保険料の還付は行いません。

・介護保険料の還付金がある場合は、対象の人に

郵送で通知しています

・役所などの公的機関や金融機関の職員が還付金

手続きのためにATMの操作をするよう連絡する

ことはありません

・「お金が返ってくるので ATMに行くように」

という電話があったら還付金詐欺の可能性が高い

です

・不審な電話があった場合はすぐに最寄りの警察

や八代市消費生活センターに相談ください

と　き　月～金曜日　午前 9 時～午後 5 時　

※木曜日は午後 7 時まで

ところ　本庁２階（電話相談も可）

　消費生活に関する相談や苦情に対し、専門の資

格を持った相談員が助言や情報提供などを行いま

す。強引な訪問買取や販売、しつこい電話勧誘、

借金の支払い、心当たりのない請求など、気軽に

相談ください。

問合せ　消費生活センター☎ 33-4162

気をつけよう気をつけよう

介護保険料還付金詐欺介護保険料還付金詐欺

八代市消費生活センター
にご相談ください

　　  健康づくり応援ポイントを健康づくり応援ポイントを
　　　　 貯めて応募しよう　　　　 貯めて応募しよう

　健診（職場健診・人間ドッグなど）をはじめ、日頃の健康

運動などの健康づくりに対する積極的な取り組みにポイン

トが付与され、500 ポイント以上貯めると賞品が当たる抽

選に応募することができます。

●参加対象者

八代市在住または勤務の 18 歳以上の人（学生を除く）

●ポイント台紙配布場所

八代市保健センター、鏡保健センター、健康推進課（市役

所 2 階）、各健康福祉地域事務所（支所内）。各コミュニティ

センター※市ホームページからもダウンロードできます

●ポイントの対象となる健診・取り組み

・特定健診・職場健診、各種がん検診

・生活習慣病予防講演会など健康づくり関連事業に参加

・その他、個人で取り組んだもの（健康講座・運動習慣など）

●ポイント獲得期間

令和５年１月 31 日㈫まで

●ポイント付与について

台紙配布場所 ( 各コミュニティセンターを除く ) で健診受診

や個人での健康づくりの取り組みを報告すると、職員が確認し、

ポイント台紙にスタンプを押します。

※健診結果や領収書が必要な場合があります

●問合せ　健康推進課☎ 32-7200

素敵な

賞品が当たる
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業
を
活
用
し
、
下

し
も
ほ
か外

自
治
会
（
千
丁
校
区
）

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
自
治
公
民

館
）
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事

業
収
入
を
財
源
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ=

 

企
画
政
策
課
☎
33
４
１
０
４

八
代
市
戦
没
者
追
悼
式
の
中
止

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

防
止
対
策
の
た
め
、
令
和
４
年
度
八
代
市

戦
没
者
追
悼
式
は
中
止
し
ま
す
。

●
問

合
せ=

 

健
康
福
祉
政
策
課
☎
33
４
０
０
３

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中

の
交
通
事
故
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う

交
通
量
が
増
え
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
期
間
中
は
、
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
、

自
転
車
の
交
通
事
故
が
多
く
発
生
し
ま

す
。
普
段
以
上
に
時
間
に
ゆ
と
り
を
持
ち
、

慎
重
な
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ=

 

市
民
活
動
政
策
課

☎
33
４
４
８
２

宝
く
じ
助
成
事
業
で
下
外
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
整
備

地
域
づ
く
り
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

（
事
前
調
査
で
判
定
が
必
要
）

●
補
助
金

額
＝
解
体
工
事
費
の
半
分
程
度
（
上
限

60
万
円
）

●
予
定
戸
数
＝
60
戸
（
予
定

戸
数
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

事
前
説
明
会

●
対
象
者
＝
解
体
工
事

請
負
業
者

●
と
き
＝
５
月
９
日
㈪

午

後
２
時

●
と
こ
ろ
＝
本
庁

３
０
２
号

会
議
室

事
前
調
査
申
込

●
受
付
期
間

５
月
18

日
㈬
～
31
日
㈫
午
前
９
時
～
午
後
５
時
※

土
日
を
除
く

※
郵
送
の
場
合
は
５
月

31
日
㈫
必
着
。
５
月
18
日
㈬
の
み
本
庁

３
０
２
号
会
議
室
で
受
付

●
問
合
せ
＝

住
宅
課
☎
33
４
１
２
２

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
交
付
し
ま
す

内
部
障
が
い
や
難
病
、
妊
娠
初
期
の
人

民
間
建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含

有
調
査
費
用
を
補
助
し
ま
す

●
対
象
＝
八
代
市
内
で
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス

ト
な
ど
が
施
工
さ
れ
て
い
る
恐
れ
の
あ
る

民
間
建
築
物

●
補
助
金
額
＝
含
有
分
析

調
査
に
要
す
る
費
用
（
消
費
税
を
除
き
上

限
25
万
円
）

●
受
付
開
始
日
＝
５
月
13

日
㈮

※
先
着
順
。
予
算
額
に
達
し
次
第

終
了

●
申
請
先
・
問
合
せ
＝
建
築
指
導

課
☎
33
４
７
５
０

老
朽
化
し
た
危
険
な
空
き
家
を

放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か

老
朽
危
険
空
き
家
な
ど
の
除
却
を
行
う

人
に
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
＝
老
朽
化
し
危
険
な
空
き
家
住
宅

な
ど
、
外
見
で
は
分
か
ら
な
く
て
も
援
助

や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
い
ま

す
。
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
、
そ
の
人
た
ち
が

周
囲
に
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を

知
ら
せ
る
た
め
の
も
の
で
す
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る
人
が

困
っ
て
い
た
ら
「
何
か
お
困
り
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
声
を
か
け
る
な
ど
、

思
い
や
り
あ
る
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
交
付
場
所
＝
八
代
保
健
所
・
障
が
い
者

支
援
課
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入
後

に
交
付

●
費
用
＝
無
料
（
１
人
１
個
）

●
問
合
せ
＝
八
代
保
健
所
☎
33
３
１
９
７

障
が
い
者
支
援
課
☎
33
５
１
１
０

失
語
症
の
人
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
支
援
を
行
い
ま
す

失
語
症
で
意
思
疎
通
が
困
難
な
人
が
、

通
院
や
日
常
生
活
に
必
要
な
手
続
き
な
ど

を
行
う
際
に
、
失
語
症
者
向
け
意
思
疎
通

支
援
者
を
派
遣
し
ま
す
。

●
費
用=

 

無
料
（
交
通
費
な
ど
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
問
合
せ=

 

障
が

い
者
支
援
課
☎
33
５
１
１
０

国
民
生
活
基
礎
調
査
に
協
力
く

だ
さ
い

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
年
金
・
所
得
な

ど
、
暮
ら
し
に
関
わ
る
実
態
を
正
し
く
把

握
す
る
た
め
に
厚
生
労
働
省
が
毎
年
全
国

で
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

４
月
下
旬
か
ら
７
月
中
旬
に
調
査
員
が

訪
問
し
ま
す
。
調
査
員
は
身
分
証
明
書
と

し
て
、
写
真
付
き
の
調
査
員
証
を
所
持
し

て
い
ま
す
の
で
訪
問
時
に
確
認
く
だ
さ

い
。

●
調
査
対
象
地
区=

 

三
楽
町
・
千
反
町
２

丁
目
・
田
中
北
町
・
豊
原
下
町
・
上
片
町
・

坂
本
町
荒
瀬
・
鏡
町
有
佐
（
区
域
の
一
部
）

●
問
合
せ=

 

八
代
保
健
所
☎
33
３
１
９
７

健
康
福
祉
政
策
課
☎
33
４
０
０
３

下外コミュニティセンター ヘルプマーク

と　き　５月
がつ

17 日
にち

㈫
か

　午
ご ご

後 1 時
じ

～ 3 時
じ

ところ　市
しみんそうだんしつ

民相談室（市
しやくしょほんちょう

役所本庁 2 階
かい

）

内
ない

　容
よう

　家
か ぞ く

族の招
しょうへい

聘、国
こくさいけっこん

際結婚、永
えいじゅう

住、帰
き か

化、

　外
がいこくじん

国人の雇
こ よ う

用・会
かいしゃせつりつ

社設立など

問
といあわ

合せ　 国
こ く さ い か

際課☎ 33-6846

行政书士提供有关入管问题的免费咨询

时 间 ：５月 17 日 ( 星期二 )  下午 1 点～下午 3 点

地 点 ：市民咨询室 ( 市政府总厅 2 楼 )

内 容 ：邀请亲属访日，涉外婚姻，申请永住许可，加入

日本国籍，外国人就业・在日本设立公司等

问 询 ：国际课

Gyosei-shoshi-lawyers Will Offer Free Consultations

On Immigration, Residency and Nationality

Time and date : 13:00~15:00 May 17th (Tuesday)

Place : Citizen’s Consultation Room (2nd floor of City Hall)

The contents : inviting families to visit Japan, international marriage,

  permanent resident permit, naturalization (kika), 

  Foreigner's employment, establishing a company in 

  Japan by a foreigner etc.

Inquiries : International Affairs Division

　　行行
ぎ ょ う せ い し ょ しぎ ょ う せ い し ょ し

政書士政書士によるによる

　　入入
に ゅ う か ん も ん だ い む り ょ う そ う だ ん か いに ゅ う か ん も ん だ い む り ょ う そ う だ ん か い

管問題無料相談会管問題無料相談会

　さまざまな農業経営の形を学び、稼げる農業経営の

ヒントを得ることで、農業を仕事として選んでもらい、

農業への定着を図るために「八代農業塾」を八代農業

高校と連携して開催します。

期　間　６月～令和５年２月　月１回の土曜日

　午後 2 時～ 4 時または 5 時

会　場　八代農業高校

内　容　座学を基本として市内外の先進農業者との交

流、流通、スマート農業など※１回は視察研

修を実施

講　師　農業経営者、新規就農者、集落営農法人代表

者、市場関係者、農業機械メーカーなど

対象者　市内在住で就農に興味がある人、農業を始めて

間もない人など、期間を通して受講が可能な人

募集人数　20 人程度

受講料　一般　１万円、学生　５千円

※申し込み方法など詳しくは市ホームページを確認す

るか問い合わせください

問合せ　農林水産政策課☎ 33-4117

八代農業塾八代農業塾

第３期生募集第３期生募集
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令
和
５
年
歌
会
始
の
お
題
と
詠

進
歌
の
詠
進
要
領
が
発
表
さ
れ

ま
し
た

●
お
題=

 

「
友
」

●
詠
進
要
領=

 

お
題
を

詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌
で
未
発
表
の
も

の
（
一
人
一
首
）

●
詠
進
先=

 

〒
１
０
０

‒

８
１
１
１

宮
内
庁

（
９
月
30
日
㈮
の

消
印
有
効
）
※
詠
進
要
領
、
書
式
な
ど
詳

細
は
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く

だ
さ
い
。

●
問
合
せ=

 

秘
書
広
報
課

☎
34
１
１
６
０

里
親
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

里
親
制
度
は
虐
待
や
親
の
病
気
、
経
済

的
理
由
な
ど
で
、
実
の
家
庭
で
暮
ら
せ
な

い
子
ど
も
た
ち
を
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入

れ
、
温
か
い
愛
情
と
理
解
で
成
長
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
制
度
で
す
。
優
里
の
会
で
は
、

里
親
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
力
に
な
っ
て

く
れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
短
期
里

親
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
躍
の
仕
方
が
あ
り

ま
す
。
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
開
所
日=

 

月
～
金
曜
日

●
開
所
時
間

=
 

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
問
合
せ=

 

里
親
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
優
里
の
会

☎
62
８
９
９
８

田
中
北
町
５-

１-

１

ペ
ッ
ト
が
迷
子
に
な
っ
た
と
き
は

飼
っ
て
い
る
犬
や
猫
が
迷
子
に
な
っ

た
り
、
い
な
く
な
っ
た
り
し
た
時
は
、
保

護
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
保
健

所
や
最
寄
り
の
警
察
署
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
保
護
さ
れ
た

時
の
連
絡
の
た
め
、
迷

子
札
を
首
輪
に
つ
け

た
り
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
を
装
着
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。
マ
イ
ク

ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
た
ら
飼
い
主
の
情
報

登
録
も
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ=

 

八
代
保
健
所
☎
33
３
１
９
８

相

談

や
つ
し
ろ
子
ど
も
支
援
相
談
室

子
育
て
や
不
登
校
な
ど
の
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
匿
名
で
の
相
談

も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

●
電
話
相
談=

 

☎
33
６
１
４
５
（
相
談
専

用
電
話
）

月
～
金
曜
日

午
前
９
時
～

午
後
２
時

●
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
相
談=

 

ｋ

ｏ
ｄ
ｏ
ｍ
ｏ-

ｓ
ｉ
ｅ
ｎ
＠
ｙ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ
ｓ

ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
．ｊ
ｐ

●
問
合
せ=

 

教
育
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
33
６
１
４
２

　年を重ねると心身の機能が低下してきますが、そのスピー

ドは個人で違います。「総合事業」は、本人の心身の状況に合っ

たサービスを利用して心身の機能の低下を緩やかにし、自立

した生活を送ることができるよう支援するために行われてい

ます。

「最近、足腰が弱ってきてつまずきやすい」、「何をするにも

おっくうで、家に閉じこもりぎみだ」など、以前より心身の

機能低下を感じている人は「総合事業」を利用してみませんか。

詳しくは高齢者支援課または各地区の八代市地域包括支援セ

ンターに問い合わせください。

介護予防・日常生活支援総合事業の種類

◇一般介護予防事業（65 歳以上誰でも利用可）

・いきいきサロン　・老人クラブ（趣味講座）

・やつしろ元気体操教室　・通いの場　・介護予防教室　など

◇介護予防・生活支援サービス（要支援１、要支援２の認定

または総合事業対象者としての登録が必要）

①訪問型サービス

・介護予防訪問介護相当サービス

・えぷろんケアサービス

・口腔機能の向上教室（短期集中型）

・スポット訪問リハビリ（短期集中型）

②通所型サービス

・介護予防通所介護相当サービス　・お達者クラブ

・元気アップチャレンジ教室　・元気が出る学校（短期集中型）

　旧小学校８校区ごとの個性を活かした「地区別復興まちづ

くり計画」、「災害公営住宅の整備」、「坂本支所を中心とした

生活サービス拠点の形成」、「避難先の確保や新たな防災拠点

の整備」で構成しています。今後、この計画を基に、皆さん

と復興へ向けた取り組みを進めます。

詳しくは市ホームページを確認ください

問合せ　復興整備課☎ 33-5128

▲地区別計画に基づく取り組みイメージ

介護予防・日常生活支援総合事業介護予防・日常生活支援総合事業
（通称：総合事業）（通称：総合事業）

―自立した生活をより長く―

問合せ　高齢者支援課☎ 33-4436

就
農
相
談
窓
口

農
業
を
始
め
る
ま
で
の
基
本
的
な
手
順

や
知
識
、
就
農
計
画
作
成
な
ど
各
種
の
支

援
を
行
な
う
営
農
支
援
員
を
配
置
し
て
い

ま
す
。
就
農
後
は
定
期
的
な
巡
回
に
よ
る

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
い
、
経
営
に
関
す

る
悩
み
や
栽
培
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
い
ま
す
。

●
問
合
せ=

 

農
林
水
産
政

策
課
☎
33
４
１
１
７

 坂本町の復興への歩み 13

八代市坂本町復興まちづくり計画を策定
～みんなで取り戻す　生き生き笑顔のさかもと～

坂本町の地域おこし協力隊員

です

　4 月 1 日から坂本町の産業・観光

の開発や地域の情報発信などの地域

協力活動を行います。

【ひとこと】

「坂本町の地域おこしのために頑張

ります。見かけたら気軽にお声かけ

ください。よろしくお願いします」松田萌
ほ の か

花さん

坂本校区

市政協力員

坂本住民

自治協議会

地域振興会
・

自治会八代市など

復興まちづくり相談窓口
（坂本支所 地域振興課内）

外部からの支援
大学・企業などとの連携
地域おこし協力隊など



Yatsushiro 2022.5Yatsushiro 2022.5 1617

募

集

令
和
４
年
度
八
代
市
文
化
祭

参
加
者
募
集

●
開
催
時
期=

 

９
月
～
11
月

●
応
募
資

格=
 

市
内
で
主
に
文
化
活
動
を
し
て
い
る

大
人
３
人
以
上
の
団
体
※
八
代
市
文
化
協

会
未
加
入
の
団
体
（
個
人
）
は
、
参
加
人

数
に
応
じ
た
参
加
費
が
必
要
で
す
。
そ
の

他
応
募
資
格
や
詳
細
は
、
募
集
要
項
を
確

認
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間=

 

５
月

30
日
㈪
～
６
月
13
日
㈪

●
募
集
要
項=

 

５
月
27
日
㈮
か
ら
配
布

●
配
布
場
所=

 

本
庁
情
報
プ
ラ
ザ
、
市
内
文
化
施
設
、
各

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
※
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す

●
申
込
方
法=

 
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
持
参
、
郵
送(
当
日

消
印
有
効)

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ

い
。

●
申
込
み
・
問
合
せ=

〒
８
６
６

-

８
６
０
１

松
江
城
町
１

-

25

八
代
市
文
化
祭
実

行
委
員
会
☎
33
４
５
３
３

FAX

33
４
５
１
６

八
代
市
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ

事
業
実
施
団
体
を
募
集
し
ま
す

主
に
そ
の
地
域
の
高
齢
者
を
対
象
に
、

閉
じ
こ
も
り
予
防
の
た
め
の
居
場
所
づ
く

り
や
介
護
予
防
に
役
立
つ
内
容
の
活
動
を

定
期
的
に
行
う
、
い
わ
ゆ
る
「
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
す
る
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

●
補
助
金=

 

３
０
０
０
円
／
回(

上
限
48

回)

※
令
和
４
年
度
は
２
団
体
ま
で

●
問
合
せ=

 

高
齢
者
支
援
課
☎
33
４
４
３

６

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ
前
期

講
座
追
加
補
充
募
集

●
募
集
講
座

身
体
調
整
ヨ
ー
ガ

●
と
き

第
１･

２･

３
火
曜
日

午
後

７
時
～
９
時

初
心
者
の
た
め
の
絵
手
紙

●
と
き

第
２･

４
月
曜
日

午
前
10
時

～
正
午

※
他
に
も
運
動
、
趣
味
、
料
理
な
ど
36
講

座
で
追
加
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
申
込

み
・
問
合
せ=

 

フ
レ
ン
ド
リ
ー
や
つ
し
ろ

（
☎
35
６
４
６
０)

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
短
期
講
座

●
講
座
名=

 

漁
師
め
し
講
座

●
内
容=

 

イ
カ
料
理
４
品

●
と
き=

 

６
月
９
日
㈭

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

●
費

用=
 

１
５
０
０
円(

材
料
費
込)

●
定

員=
 

20
人

●
申
込
開
始
日=

 

５
月
６
日

㈮

●
申
込
み=

 

費
用
を
添
え
て
サ
ン
ラ

イ
フ
八
代
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ=

 

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代

☎
32
７
１
７
１

平
日
・
土
曜
日

午
前

９
時
～
午
後
５
時

第
34
回
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
作
品

展
作
品
募
集

●
出
品
部
門=

 

日
本
画
、
洋
画
、
写
真
、

書
、
彫
刻
、
工
芸

（
６
部
門
）

●
参
加

資
格=

 

令
和
５
年
４
月
１
日
時
点
で
60
歳

以
上
で
あ
る
県
内
在
住
の
ア
マ
チ
ュ
ア
。

●
出
品
数=

 

１
人
１
部
門
１
点
。
２
部
門

ま
で
。

●
参
加
料=

 

１
０
０
０
円
／
点

●
申
込
期
間=

 

６
月
24
日
㈮
ま
で

●
申
込
方
法=

 

介
護
保
険
課
ま
た
は
教
育

委
員
会
な
ど
に
置
い
て
あ
る
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
展
示
期

間=
 

８
月
30
日
㈫
～
９
月
４
日
㈰

●
展

示
場
所=

 

熊
本
県
立
美
術
館

分
館

●

問
合
せ=

 

〒
８
６
０-

０
８
４
２

一
般

財
団
法
人

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

☎
０
９
６-

３
５
４-

３
０
８
３

２
０
２
２
年
度
点
訳
朗
読
（
音

訳
）
奉
仕
員
養
成
講
座
受
講
生

募
集

●
と
き=

 

毎
週
木
曜
日

午
後
１
時
～
４

時
（
全
24
回
）

●
と
こ
ろ=

 

熊
本
県
身

体
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容=

 

視
覚
障
が
い
者
に
対
す
る
書
籍
な
ど
の
点

松
浜
軒
／
松
井
文
庫
の
至
宝

網
田
焼

江
戸
時
代
後
期
（
十
九
世
紀
）

松
井
文
庫
所
蔵

染そ

め

つ

け

み

つ

ざ

さ

も

ん

み

ず

さ

し

付
三
ツ
笹
紋
水
指肥

後
・
熊

本
で
は
、近
世

初
期
か
ら
多

種
多
様
な
や

き
も
の
が
生

み
出
さ
れ
て

き
ま
し
た
。そ

の
生
産
地
数

は
、
現
在
分
か
っ
て
い
る
だ
け
で
も
47
に
の
ぼ
り

ま
す
。
写
真
は
宇
土
半
島
で
焼
か
れ
た
網
田
焼
の

水
指
で
す
。
網
田
焼
は
、
肥
前
や
天
草
の
技
術
者

を
招
い
て
、
寛
政
五
年
（
１
７
９
３
年
）に
開
か
れ

た
磁
器
窯
で
す
。
蓋
に
は
松
井
家
の
家
紋
・
三
ツ

笹
紋
が
染
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
浜
軒
で
は
、八
代
焼
や
小
代
焼
と
い
っ
た
熊

本
の
焼
物
や
松
井
家
歴
代
の
肖
像
画
パ
ネ
ル
な

ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■松井文庫展示案内 [ 企画展示 ]

「松井家の殿様」
「肥後のやきもの」

と　き　開催中～７月 31 日㈰

　午前９時～午後５時

　　（入園は午後４時 30 分まで）

ところ　松浜軒内　松井文庫展示場

閉園日　毎週月曜日
　（祝日の場合はその翌日）

観覧料　一般 500 円
　小中学生 250 円

………………………………………………………………

問合せ　松浜軒／松井文庫

☎ 33-0171

　事業経営者の高齢化や後継者不足などで会社の廃業を余

儀なくされる問題の解決策の 1 つに、会社の経営権を後

継者に引き継ぐ「事業承継」の中の「第三者承継」があり

ます。

「第三者承継」とは、親族や会社の従業員以外の人や会

社に事業を引き継ぐことで、長い間続けてきた店舗や従業

員の雇用、さらにはその事業の技術や事業者の思いなどを

第三者の手で引き継ぐことができます。

　店や事業を続けたいが「体力的に難しくなってきた」「必

要があって県外に転居しなければならなくなった」などの

理由で廃業を検討している人、その他事業承継について詳

しく知りたい人は問い合わせください。

　問合せ：八代商工会議所☎ 32-6191　

　商工・港湾振興課☎ 33-8513

後継者問題解決の一助となる後継者問題解決の一助となる

「「第三者承継第三者承継」」をを
知っていますか知っていますか

訳
、
音
訳
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

に
必
要
な
知
識
、
技
術
を
修
得
し
ま
す
。

●
費
用=

 

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
実
費
あ

り
）

●
申
込
み=

 

５
月
28
日
㈯
ま
で
に

熊
本
県
点
字
図
書
館
☎
０
９
６-

３
８
３

-

６
３
３
３

詳
し
く
は
熊
本
県
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ=

 

熊
本
県
障
が
い
者
支
援
課

☎
０
９
６‒

３
３
３‒

２
２
３
５

日
奈
久
温
泉
セ
ン
タ
ー
「
ば
ん

ぺ
い
湯
」
食
堂
愛
称
募
集
・
落

語
会
開
催

食
堂
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す

応
募
し
た
人
の
中
か
ら
、
当
選
者
と
最

終
候
補
に
残
っ
た
５
人
に
入
浴
券
や
日
奈

久
お
楽
し
み
セ
ッ
ト
を
送
付
し
ま
す
。

●
応
募
方
法=

 

①
食
堂
の
愛
称
②
郵
便

番
号
③
住
所
④
氏
名
⑤
電
話
番
号
を
記
入

し
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
ま
た
は

持
参
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切=

 

５
月

30
日
㈪
（
必
着
）

●
当
選
発
表=

 

６
月

10
日
㈮
（
郵
送
で
発
表
）

真
打
の
桂
伸
衛
門
を
招
い
て
の
落
語
会

●
と
き=

 

５
月
14
日
㈯

午
後
２
時
～

●
費
用=

 

無
料

●
定
員=

 

先
着
50

人

●
応
募
先
・
問
合
せ=

 

一
般
社
団

法
人
八
代
弘
済
会
☎
35
８
６
８
６

FAX

35
８
６
９
０

Mail
：
ｙ-

ｋ
ｏ
ｕ
ｓ
ａ
ｉ
ｋ

ａ
ｉ
＠
ａ
ｒ
ｏ
ｍ
ａ
．ｏ
ｃ
ｎ
．ｎ
ｅ
．ｊ
ｐ

〒
８
６
６-

０
８
６
１

八
代
市
本
町
１

丁
目
10
番
35
号
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着

●
面
接
日=

 

５
月
14
日
㈯

●
申
込
方
法=

 

窓
口
配
布
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
つ

し
ろ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
た
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵

送
ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事

項=
 

簡
易
書
留
ま
た
は
特
定
記
録
郵
便

以
外
で
郵
送
さ
れ
た
場
合
の
責
任
は
負
い

ま
せ
ん
。
封
筒
に
「
職
員
ス
タ
ッ
フ
申
込

書
在
中
」
を
朱
書
き
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
つ
し
ろ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
合
せ=

 

〒
８
６
６-

０
８
６
１

八
代
市
本
町
２

丁
目
10-

36

ヨ
ネ
ザ
ワ
ビ
ル

一
般
社

団
法
人
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
つ
し
ろ
☎
31
８
２
０
０

(

午
前
10
時
～
午
後
５
時)

今月の納税

固定資産税　１期
軽自動車税　全期
国民健康保険税　２期
納期限　5月 31日㈫
※市税の納付は、安心便利な口座振替を利用ください

延 長 窓 口

毎週木曜日　午後５時 15分〜７時

対象窓口：証明書発行窓口・福祉総合窓口・市民課・

　納税課・消費生活センター

エコエイトやつしろ

日曜特別開設受け入れ（有料）

日 受入時間 受入物

15 ㈰ 8：30 ～ 11：30
資源物、粗大ごみ

＊燃えるごみは対象外

資源分別アプリ「さんあ～る」を利用ください。

問合せ　エコエイトやつしろ ☎ 32-4675　

３月末日現在

人口（前月比） 123,052 人 − 501

男 57,453 人 − 234

女 65,599 人 − 267

世帯数 56,721 人 ＋ 32

人口と世帯

16 日　災害時における蓄電池等の借用に
　 関する協定

ECO 信頼サービス株式会社

25 日　八代市高齢者等見守り活動及び災害時に
おける応急生活物資供給等の協力に関する協定

生活協同組合くまもと

17 日　立地協定

メルシャン株式会社

25 日　防災等に関する共同研究協定

富士フイルムシステムサービス株式会社

29 日　三社合同立地協定

株式会社 SUPER MARKIT、
Future’ I’ Mark 株式会社、
株式会社 TRIART

　災害時の非常用電源の確保を目的に
締結され、災害発生時には同社から蓄
電池や電気自動車、避難スペースを借
用できます。

　同協同組合の宅配サービスを通じた
高齢者などの見守り体制強化や災害時
の生活物資の安定確保のために締結さ
れました。

　同社は原料用アルコールの安定的な
生産のため、大型タンクの増設を計画
し、本市から新たに２人を雇用する予
定です。

　災害時における住家被害の状況把握
の課題を解決するため、ドローンを活
用したシステムなどの導入効果を検証
する共同研究を実施していきます。

　3 社が市内の同じサテライトオフィ
スに入居し、企業間の連携を図りなが
ら地域商社事業などを展開する予定で
す。

3 月に行われた

協定締結式
を紹介します

詳しくは市ホームページを

確認ください。

まちのわだい
令
和
４
年
度

熊
本
県
調
理
師
試
験

●
と
き=

 
10
月
29
日
㈯

●
と
こ
ろ=

 

熊

本
大
学

全
学
教
育
棟

●
受
験
資
格=

 

中
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
持
ち
、
飲
食

店
や
給
食
施
設
な
ど
で
２
年
以
上
調
理
業

務
に
従
事
し
た
経
験
の
あ
る
人

●
願
書

配
布=

 

５
月
９
日
㈪
か
ら
県
保
健
所
、
県

健
康
づ
く
り
推
進
課
で
配
付

●
願
書
受

付=
 

５
月
９
日
㈪
～
６
月
３
日
㈮

●
提
出
先
・
問
合
せ=

 

調
理
技
術
技
能

セ
ン
タ
ー

〒
１
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高齢者の肺炎球菌ワクチンの定期接種高齢者の肺炎球菌ワクチンの定期接種
　4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日までに肺炎球菌ワクチンを接種する際の費用

の一部を負担します。（過去に 23 価肺炎球菌ワクチンを接種したことがある

人は対象外）

■対象者　本市に住民票があり①または②に該当する人

①令和 5 年 3 月 31 日までに 65 歳・70 歳・75 歳・80 歳・85 歳・90 歳・

95 歳・100 歳になる人（対象者には案内を郵送済み）

② 60 歳から 64 歳で、心臓、腎臓、呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活

活動が極度に制限される程度の障がいや、ヒト免疫不全ウイルスによる免

疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障がいがある人（身体障害

者手帳 1 級相当）

■自己負担額　2,450 円～
　問合せ　健康推進課☎ 33-5116

　鏡保健センター☎ 52-5277




